
本 新 2016年 (平成28年)7月 14□ 本曜日 霞題璽口画ヨ畷固■匿ヨ1 1〔

みなら ツ ト
kagosh:rna local netvvork

メ

じ

な

力

そ

く

か
ぞ
く
は

い
つ
も
、
や
さ
し
い

か
ぞ
く
は

み
ん
な
、
だ
い
じ

か
ぞ
く
は

Ｆ

　

．砂

ｉ

ｙ

I   盗
幼 麟
.呻
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ｙ
隕
削
が
最
優
秀
仁

黙
瘍
¨
ズ
８
校
別
人
技
術
競
う

「第
３
回
鹿
児
島
県
高

校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
８
圏
、
さ
つ
ま
町

の
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
で

あ
り
、
福
祉
を
学
ぶ
薩
摩

中
央
高
校
な
ど
８
校
２４
人

が
介
護
技
術
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
カ
を
競

っ

た
。
最
優
秀
賞
に
は
２
年

な
り
２
度
目
と
な
る
開
陽

高
校
福
祉
科
含
燈
一島
市
）

高
齢
者
役
を
移
動
介
助
す
る
最
優
秀
賞
の
開
陽
高
校

菫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ざ
Ｄ
ｋ
Ｔ
彗
Ｚ
或
重
也

が
選
ば
れ
た
。
８
月
末
に

長
崎
で
あ
る
九
州
大
会
に

出
場
す
る
。

の
制
加
朝
嘲
砒
機
「師
跡
雌

下
し
た
認
知
症
の
∞
歳
女

性
」
な
ど
の
設
定
が
示
さ

れ
生
徒
た
ち
は
特
訓
。
競

技
２０
分
前
に

「上
着
を
着

せ
食

堂

ま

で
移
動

介

助

し
、
お
茶
を
飲
ん
で
も
ら

か
ぞ
く
は

み
ん
な
大
す
き
だ
よ

（鹿
児
島
市
玉
江
小
２
年

よ
し
や
　
し
ん
の
す
け
）

う
」
と
の
最
終
課
題
が
出

さ
れ
た
。
３
人

一
組
の
チ

ー
ム
で
、
２
人
が
競
技
、

１
人
は
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

開
陽
高
は
２
年
の
有
村

杏
菜
さ
ん
、徳
美
幸
さ
ん
、

種
田
大
智
さ
ん
の
３
人
。

声
か
け
し
な
が
ら
移
動
、

あ
ら
か
じ
め
女
性
の
好
き

な
演
歌
を
流
し
雰
囲
気
づ

錮

く

に

火

Å

て

イ
ン
て

づ

ぼ
く
は
え
ん
ぴ

つ
で
す

頭
を
と
ん
が
ら
せ
て

キ
ャ
ッ
プ
を

つ
け
て
い
ま
す

書
け
ば
書
く
ほ
ど
一鎮
が
い
た
い
け
ど

大
切
に
あ

つ
か

っ
て
く
れ
る

多僕 oうた
(学年 は投 稿 時 )

く
り
に
努
め
、
飲
む
前
に

曝
下
体
操
も
促
し
た
。

３
人
は

「利
用
者
に
寄

り
添

っ
た
介
護
を
目
標
に

笑
顔
で
接
す
る
よ
う
心
が

け
た
。
九
州
大
会
も
平
常

心
で
の
ぞ
み
た
い
」
と
抱

負
を
語

っ
た
。（犬

塚
政
志
）

ほ
か
の
上
位
入
賞
校
は

次
の
通
り

（敬
称
略
）
。

優
秀
賞
　
出
水
中
央

（釜

田
翔
吾
、
大
久
保
愛
祐
、
山

本
千
慧
）
▽
優
良
賞
　
龍
桜

（斉
藤
七
夕
、
安
田
な
ぎ
さ
、

山
本
春
来
）

鹿
屋
市
の
高
須
、
浜
田

両
海
水
浴
場
で
７
日
、
海

開
き
が
あ

っ
た
。
地
元
の

西
之
表
市
は
種
子
島
北
部

に
点
在
す
る
観
光
名
所

へ
の

誘
客
を
図
ろ
う
と
、
夏
体
み

期
間
中
の
７
月
２‐
日
～
８
月

３‐
日
に
周
遊
バ
ス
を
運
行
す

る
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「じ
ゃ
ろ
じ
や
ろ
」

メ
ン
バ
ー
が
同
乗
し
、
ガ
イ

ド
役
を
務
め
る
。

西
之
表
港
を
起
点
に
し
た

所
要
３
時
間
の
コ
ー
ス
で
、

午
前
９
時
半
と
午
後
１
時
半

発
の
１
日
２
便
。
日
本
の
水

浴
場
８８
選
に
選
ば
れ
た
浦
田

毎
К
谷
易
、
島
受
七
緒
Ｃ
ｋ

隅
海
峡
の
パ
ノ
ラ
マ
が
望
め

る
喜
志
鹿
崎
灯
台
、
ア
コ
ウ

の
日
本
が
あ
る
奥
師

社
＝
写

真
、
太
古
の
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
る

ヘ
ゴ
自
生
群
落
な
ど

を
ゆ

っ
た
り
巡
る
。

市
経
済
観
光
課
は

「島
外

客
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し
、
島

で
の
滞
在
時
間
を
延
ば
す
き

っ
か
け
に
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。

途
中
下
車
も
可
能
で
、
午

前
便
と
午
後
便
を
組
み
合
わ

せ
れ
ば
、
海

ま
讐
一場
へ
の
連

絡
バ
ス
と
し
て
も
使
え
る
。

中
学
生
ｉ‥―

二
３
５
０
円
、
小

学
生
万
一、
３
０
０
円

（
い
ず

れ
も
長
験
料
込
み
）
。
定
員

％

人
で
１
人

で
も
催
行

す

る

）
前
日
午
後
５
時
ま
で
に

要
予
約
。
空
席
が
あ
る
場
合

は
当
日
で
も
乗
車
で
き
る
。

種
子
島
観
光
協
会
―１
０
９
９

７
‥　
、フ
一（２〇
一
〔Ｊ
「
■
■
１
一^
¨

西之表∽嘱所ぐるつこ

市、夏体みに北部周遊ノミス

一
番
お
ち

つ
く
場
所

時
に
は
お
ち
ち
ゃ
う
け
ど

す
ぐ
ひ
ろ

っ
て
く
る

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
あ

つ
か

っ
て
ね

（鹿
児
島
市
西
谷
曲
事
４
年

下
な
が
圏
　
り
ゅ
う
と
）

初
泳
ぎ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
　
　
　
　
＝
鹿
屋
市
の
高
須
海
水
浴
場

子どもワイワイ初泳ぎ
鹿屋の 2カ所海開き
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に

し

校
内
実
習
″
一

「先
ぱ
機
の
一

わ
た
し
た
ち
一

楽
し
み
に
し
一

「自
由
服
ぬ
一
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